
市　章
栃木市の「と」の文字をモ
チーフとして、緑色の4本
のラインは自然、歴史、地
域、人を表し、青色はそれ
ぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあ
るオレンジ色の円は輝かし
い未来と人々の情熱を表し
ています。

目 次
栃木市の人口
人口／ 163,177人
男／  81,088人
女／  82,089人

世帯数／   63,757世帯
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※住民基本台帳より
　６月末現在（ ）内は前月比
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特集②　～誰もが暮らしやすい社会に～ 「障害者差別解消法」ってなあに？
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～地域の防災力を高める～ ９月１日は「防災の日」
地
域
の
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に

　自主防災組織とは、「自分たちの地域は自
分たちで守る」という連帯感に基づき、地域
の方々が自発的に、初期消火、救出・救護、
集団避難、給水・給食などの防災活動を行う
団体のことをいいます。市では、地域住民に
よる自治会等を単位とした自主防災設立補助
金を、１団体20万円を限度として補助してい
ます。詳細は　危機管理課☎（21）2551に問い
合わせ下さい。　　　　　　 　

■本

自主防災組織設立を支援します！

小型ポンプ操法を行う消防団員
（西方方面隊操法大会にて　7月24日撮影）

栃木市マスコット
キャラクター とち介

新連載


